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通期連結業績予想の修正及び特別利益・特別損失の計上に関するお知らせ 

 

2025 年５月 14 日に公表いたしました 2026 年３月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

また、特別利益及び特別損失を計上することとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

（１）2026年３月期通期連結業績予想の修正について(2025年４月１日～2026年３月 31日)  

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

3,150 
百万円 

30 
百万円 

28 
百万円 

10 
円 銭 

0.45 

今回修正予想（B） 3,150 30 28 175 7.84 

増減額（B―A） 0 0 0 165 - 

増減率（％） 0.0 0.0 0.0 - - 
(ご参考)前期実績 

(2025 年 3 月期) 
1,877 109 110 74 3.25 

 

（２）修正の理由 

株式会社ハウスワランティより承継した地盤補償に係る保険契約について、2025年 12月 31日付で

新たな保険契約を締結したことに伴い、将来の損失発生リスクが解消されたため、従来計上していた

損害補償引当金を取り崩し、特別利益として 246,708千円を計上いたしました。 

一方で、旧保険契約の解約に伴い、2026年１月から３月までの３か月分の保険料 66,058千円を特別損

失として計上いたしました。 

また、BIMソリューション事業において、CGビジュアライゼーションサービスの効率化を目的とし

て開発した業務管理システムの一部について、今後の活用見込みを踏まえた検討を行った結果、当該

開発費用の一部について 2026年３月期において特別損失として 15,000千円を計上する見通しであり

ます。 

これらの結果、親会社株主に帰属する当期純利益および１株当たり当期純利益が前回予想を上回る

見通しとなりました。 

 

 



 

 

２．特別利益の計上 

2025年 12月 31日付で新たな保険契約を締結したことに伴い、将来の損失発生リスクが解消され、

従来計上していた損害補償引当金を取り崩し、特別利益として 246,708千円を計上いたしました。 

 

 

３．特別損失の計上 

（１）旧保険契約の解約による特別損失 

2025年 12月 31日付で新たな保険契約を締結したことに伴い、旧保険契約 2026年 1月～３月の 3か

月間分の保険料 66,058千円を特別損失に計上いたしました。 

 

（２）BIMソリューション事業に係る特別損失の計上見通し 

BIMソリューション事業内の CGビジュアライゼーションサービスの効率化を目的として開発した業

務管理システムについて、今後の活用見込みを踏まえた検討を行った結果、当該開発費用の一部につ

いて、2026年３月期において特別損失として 15,000千円を計上する見通しであります。 

 

 

 

 

※ 上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成し

たものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

 

以上 


